
 記入例  

新規農業開始経営計画 
 

１ 農業経営を開始する理由 

（１）農業に対する意欲 

私○○○○は、平成○年から人手不足の理由で、□年間にわたり、義兄の家業の農業に従事し

ました。農業経営状況は水稲と野菜がありましたが、それ以来農業に興味を持ち、農業をやり

たいと思っていました。収穫した作物は契約している農業協同組合に販売していく計画です。 

 

 （２）農業従事者 

氏 名 年齢 性別 続柄 
年間 

従事日数 

※法人の場合 

役職 
区分 

農業

経験 

経験 

年数 

経験の程度・ 

内容 

福島 太郎 35 男 本人 ２５０  

☑専業 

□兼業 

□臨時 

□無 

☑有 
５年 

農業従事経験有・ 

研修済・手伝い程度 

福島 花子 33 女 妻 １５０  

□専業 

☑兼業 

□臨時 

□無 

☑有 
２年 

農業従事経験有・ 

研修済・手伝い程度 

      

□専業 

□兼業 

□臨時 

□無 

□有 
 年 

農業従事経験有・ 

研修済・手伝い程度 

      

□専業 

□兼業 

□臨時 

□無 

□有 
 年 

農業従事経験有・ 

研修済・手伝い程度 

      

□専業 

□兼業 

□臨時 

□無 

□有 
 年 

農業従事経験有・ 

研修済・手伝い程度 

 

２ 主体作物 

(１)作 物 名 かぼちゃ（品種○○） 

(２)選定理由 

近年、注目されている品種であり需要がある。収穫までの間に耐病性もあ

り、さほど手間がかからないため、栽培は容易である。保存がきき、販売

ルートもあるため、管理が容易である。地元農家（譲渡人）及び農協に栽

培方法等について指導を受ける。 

(３)生産資材・ 

農機具等の 

購入方法 

・栽培に伴う資材関係は、ＪＡ新ふくしま○○支店及びホームセンター 

より購入。 

・農機具及び農具類は、親戚や地元農事組合から借り受ける。 

購入が必要な場合は、ＪＡ新ふくしま○○支店及びホームセンターより 

購入。 

(４)販売方法・ 

  販路等 
ＪＡ新ふくしまに出荷を計画している。 

(５)加入農協名 新ふくしま農業協同組合 

(６)今後の農地 

取得計画 

今回取得後、経営が安定するまでは現状維持で考えている。 

経営が軌道に乗れば規模拡大していく予定。 

(７)申請地周辺

の耕作状況 

・田は、基盤整備された優良田であるため、水稲の栽培が中心である。 

・畑の周辺は、桑園が中心であるため、休耕地が多い。今回の農地も遊休

化しているが、遊休化からそれほど期間がたっていないので、野菜等の

栽培で、遊休農地の解消を図れればと考えている。 



 記入例  
 

３ 年次耕作計画及び年間農作業計画 
   予 定 

作物名 

作付面積

(㎡) 

10ａ当たり 

収量(㎏) 
総収量 

(㎏) 

支出 

(万円) 

農業収入 

(万円) 

１年目 かぼちゃ 4000 100 400 10 80 

２年目 かぼちゃ 4000 120 480 5 100 

３年目 かぼちゃ 4000 150 550 5 120 

４年目 かぼちゃ 4000 150 550 5 120 

５年目 かぼちゃ 4000 150 550 5 120 

 

農作業計画 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 

植栽・種まき     →        

施肥     →       → 

耕作     → → → →     

除草    →  →       

剪定             

摘果      → →      

収穫        → → → →  

販売        → → → →  

その他           → → 

農機具管理  → →          
 

 

計画の概要は以上のとおりです。なお、申請にあたり以下の点について誓約いたします。 

 

☑ 上記計画に基づいて耕作し、農業生産の低下をきたすことのないよう最善の努力をします。 

☑ 近隣耕作者等との連絡を密にとり、近隣の農業生産に支障を及ぼすことがないようにします。 

☑ 耕作開始後はみだりに転用・転売をいたしません。 

☑ 万一将来において止むを得ない事情により耕作できなくなった場合は、農業委員会に事情を 

説明し、その指導に従い措置します。 

 

福島市農業委員会 会長  様 

 令和 ５ 年 ４ 月 １ 日 

 住所（所在地） 福島市五老内町○―△ 

 氏名（名 称） 福 島 太 郎 


